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(1)先行導入自治体の導入目的

自治体 導入目的

東京都 国際都市東京の魅力を高めるとともに、観光の振興を図る施策に要する費用に充てるため

大阪府
大阪が世界有数の国際都市として発展していくことを目指し、都市の魅力を高めるとともに、観

光の振興を図る施策に要する費用に充てるため

福岡県
観光資源の魅力向上、旅行者の受入環境の充実その他の観光の振興を図る施策に要する費用に充

てるため

京都市 国際文化観光都市としての魅力を高め、及び観光の振興を図る施策に要する費用に充てるため

金沢市
金沢の歴史、伝統、文化など固有の魅力を高めるとともに、市民生活と調和した持続可能な観光

の振興を図る施策に要する費用に充てるため

福岡市
福岡市観光振興条例に基づく施策に要する費用に充てるため（観光産業の振興、受入環境の整備、

観光資源の魅力の増進等、MICEの振興、持続可能な観光の振興）

北九州市
観光資源の魅力向上及び情報発信、旅行者の受入環境の充実その他の観光の振興を図る施策に要

する費用に充てる

長崎市
都市の魅力を高め、国内外の人々の来訪及び交流を促進するとともに、観光の振興を図る施策に

要する費用に充てる

俱知安町
世界に誇れるリゾート地として発展していくことを目指し、地域の魅力を高めるとともに、観光

振興を図る施策に要する費用に充てるため
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(2)先行導入自治体の宿泊税の使途と湯河原町の既存事業

施策 宿泊税による事業例 湯河原町の既存事業と支出額

観光資源の魅力向上

◼ 夜の観光の充実事業

◼ 眺望景観創出事業

◼ 食のバリアフリー推進

◼ フォトスポットの造成

◼ 体験コンテンツの開発

◼ 宿泊施設等のおもてなし力向上

◼ 体験コンテンツの開発

◼ 地域資源の魅力向上

夏季行事開催事業 ２６，２４５千円

海水浴場運営事業 １３，６７９千円

梅の宴行事開催事業 １１，００７千円

武者行列行事開催事業 ３，０００千円

もみじの郷行事開催事業 ９９千円

さつきの郷誘客事業 １，８７２千円

ゆがわらハロウィン開催補助事業 ３，５００千円

新たな温泉資源活用事業 １４，０００千円

周遊型謎解き宝探し事業 ５，１８０千円

コキアの郷づくり事業 １３，１８５千円

計 ９１，７６７千円

情報発信

◼ 各種観光ＰＲ

◼ グルメ情報の発信

◼ 観光ワンストップサイトの運営

◼ デジタルサイネージを活用した情報発信

◼ 海外への情報発信強化

◼ 観光案内の多言語化

誘客宣伝事業 １０，１００千円

宿泊促進事業 １４，７５１千円

観光アドバイザー・プロモーション事業 ３，０００千円

インバウンド情報発信推進事業 ９４２千円

ロケツーリズム推進事業 ７，０２４千円

観光情報発信事業 ５，３２０千円

計 ４１，１３７千円
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(2)先行導入自治体の宿泊税の使途と湯河原町の既存事業

施策 事業例 湯河原町の既存事業

受入環境の整備

◼ 街路樹の育成管理

◼ 鉄道施設整備

◼ 公共交通キャッシュレス化

◼ 観光地周辺歩行環境の整備

◼ 無電柱化事業

◼ シェアサイクルの運営

◼ 観光周遊コースの形成に向けた道づくり

◼ 観光案内事業の運営

◼ wifi環境の整備

◼ 観光地周辺トイレ改修

◼ デジタル技術を使った体験型展示やガイドツアー

観光ＤＸ推進事業 １３，３４３千円

観光施設維持管理経費 ２５，７７５千円

案内所運営事務経費 ４，６７７千円

万葉公園管理経費 ４３，０７３千円

駐車場管理事務経費 １，１５０千円

こごめの湯運営事務経費 １２，２３７千円

湯河原梅林公園管理事業 １７，５８１千円

計 １１７，８３６千円

伝統・文化

◼ 伝統、文化産業の担い手育成

◼ 歴史的景観の保全

◼ 文化財等の保全

伝統文化体験事業 ２，１２０千円

計 ２，１２０千円

※企画費

その他

◼ ＤＭＯへの補助

◼ ＭⅠＣＥ戦略

◼ ゲストセイバー講習

◼ 観光マナー啓発

◼ 宿泊施設等改修支援

観光振興事務経費 ３６，４８０千円

観光立町推進事業 １２，８４５千円

梅基金積立金 １５７千円

計 ４９，４８２千円
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(1)宿泊税の使途の方針について

先行導入自治体では、「町の魅力向上・発展」や「観光振興を図る施策」に係る費用に充てることを目的に宿

泊税を導入している。

湯河原における宿泊税の使途については、先行導入自治体と同様に「町の魅力向上・発展」や「観光振興を図

る施策」に係る費用に充てることを主とし、具体的な施策については、「湯河原町観光立町推進計画」の基本方

針に基づく重点事業や各施策に合致した事業へ充当していく。

重点事業１ 体験型観光事業

万葉公園の活用、ハイキングコースの充実、ヘルスツーリズ
ムの推進、産業間連携の強化

重点事業２ イメージアップ戦略推進事業

ロケツーリズムの推進、ロングステイツーリズムの推進、
キャッチコピーの活用

重点事業３ ＤＸ推進事業

デジタルデータの活用、電子決済の普及促進、観光施設デー
タベースの作成

重点事業４ 観光危機管理事業

観光防災危機管理プランの策定、３密防止安全情報の発信、
観光立町推進会議の活性化

出典：第２期湯河原町観光立町推進計画
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(2)湯河原町観光立町推進計画基本方針に基づく各施策

基本方針１ 観光客が楽しめる魅力ある観光地をつくる

①温泉の利活用 ②イベント・祭り・祭事の充実

③特産品の開発とその提供 ④新たな観光資源の発掘と活用

観光資源の
活用

①広域観光ネットワークの形成 ②町内観光ネットワークの形成
観光ネット
ワークの形成

①観光ニーズの的確な把握 ②ニーズに配慮した観光サービスの提供
観光サービス
の充実

①観光施設の活用・整備 ②宿泊施設の近代化促進
観光施設の
整備・充実

①町民意識の醸成 ②観光ボランティア活動の促進

③外国人観光客の来訪促進

おもてなしの
向上

①湯河原駅周辺地区の整備 ②温泉場地区の整備
観光拠点の
整備
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(2)湯河原町観光立町推進計画基本方針に基づく各施策

基本方針２ 観光客の来訪を促す環境をつくる

①ニーズに配慮した観光情報の提供

②インターネットを活かした観光情報の提供

③拠点観光スポットの整備・活用

④観光案内版・周遊プランの整備

観光情報の
発信強化

①広域道路網の整備 ②都市内道路網の整備

③公共交通網の整備

交通サービス
の充実

基本方針３ 全町的な広がりで観光まちづくりを進める

①環境共生のまちづくり ②観光客に優しいまちづくり

③美しい景観のまちづくり ④水とみどりのまちづくり

⑤歴史・文化のまちづくり

観光立町とし
てふさわしい
景観・環境の
まちづくり

①商工業との連携 ②農林漁業との連携
観光と地域産業
との連携強化



令和６年10月30日 第１回宿泊税検討委員会資料

２ 湯河原町における宿泊税使途

8

(2)湯河原町観光立町推進計画基本方針に基づく各施策

基本方針４ 観光立町を実現する仕組みを整える

①観光事業者の主体的な対応の促進

②観光関係団体の活性化

③観光まちづくりへの町民参加の促進

④行政による観光立町推進体制の強化

実現体制の
充実・強化

①重点事業の個別詳細調査の実施
重点事業の具
体化・詳細化

①財源等確保に向けた多様な取組の推進
財源及びその他
支援方策の確保
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(3)観光施策に係る財源

既存の観光施策に係る経費は、職員給与等を含む観光総務費（約６千万円）を除き、約３億円となっている。

国・県の交付金やふるさと納税を除いた既存事業の一般財源は約１．３億円であるため、宿泊税を基にした既

存事業の拡充及び新規事業を合わせると、町の観光施策として１．３億円＋αの財源を確保する必要がある。

観光費

観光総務費
６千万円

一般財源

既存事業３億円
＋

新規事業α

国交付金・ふるさと納税など

一般財源

宿泊税

※宿泊税の使途は、観
光振興施策に限定し、
使途は公開する予定

新規事業含む宿泊税の具体的使途については、湯河原町観光立町推進計画の基本方針を基に、

検討を進めていく。

※財源内訳イメージ


